
 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生の子供たちがこの世に生を享（う）けて１０年が経ったことを機に，授業参観 

で半成人式を行いました。これからの夢や目標をしっかりと伝えることができ，さすが 

４年生だなあと感心しました。４月からは５年生になります。そして，その先は小学校 

を卒業して中学校，高校と進んでいくことでしょう。成人に近づいていくにつれて，将 

来の夢や目標もはっきりしてくると思います。夢や目標であるゴールをしっかりと見続 

けて，そのゴールに少しでも近づけるように頑張ってほしいと思います。 

 

              さあ区作文 

 

 

 

 

 

 

 学校便り１月号でお示しした学校の自己評価結果について，学校評議員の方々から 

ご意見を伺いました。今後の教育活動の改善につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４・５年生が，来年度の緑化活動に使う腐葉土を作るために，南方小の裏山で落ち葉拾いを行いました。 

ササの葉や木の実が混じらないように気を付けながら，クヌギやケヤキの葉っぱをたくさん集め，ポリ

袋いっぱいに詰めて学校に持ち帰りました。午後からは，職員で集めた落ち葉に米ぬかと油粕をふって水

をかけ，足で踏んで圧縮する作業を繰り返しました。立派な腐葉土になることを願います。 

 

  

 

１（水） 学級ＰＴＡ 家庭教育学級  

子育て委員会 

３（金） ６年生を送る会  お別れ遠足 

７（火） 委員会活動 

９（木） クラブ活動 

１５（水） 卒業式予行 

２３（木） 卒業式 

２４（金） 修了式 辞任式 集団下校 

２５（土）  春休み ～4/5（水） 

３月行事予定（外部行事を含む） 

                     

 

 

南方小ホームページ 

もご覧ください。 
鹿児島市立南方小学校 

 学校便り２月号 

鹿児島市川田町１４１５番地 

℡ 099-298-7012 

Fax 099-298-7615 

校章に込められた願いとは・・・ 

                                      校 長 松 尾 和 友 

            校章との出会いは，幼稚園や保育園に通い始めたころからと言っていいほ 

ど，私たちにとっては身近な存在です。 

            企業のシンボルマークであるロゴが「社章」であるならば，「校章」は，学 

校のロゴとも言えるでしょう。 

            校章は，学校を象徴するためにデザインされたシンボルマークであり，他 

校と識別するためのものとして用いられています。南方小の子供たちも小学 

校に入ると，学校の正門横の横断幕や体育館ステージに国旗，市旗と一緒に 

掲示された校旗など，学校の様々な場で校章にふれ，親しみをもっているの 

ではないでしょうか。 

            では，南方小の校章は，いつ頃，どんな願いを込めてデザインされたので 

しょう。校長室書庫に残っていた資料をもとに探ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校章は，校歌とともに，学校がどのような学校であってほしいか，どのような子どもを育てるのか，

どのような教育を重視するのかなどという，学校の原点が凝縮されたものです。校章に込められた願

いをいつも心に留めて，南方小の子供たちがたくましく育っていくよう力を注いでいきます。 

本校の校章のデザインは，『方』形（正方形）で囲まれた南方小 

の『南』の文字が，円の中にどっしりと構えた構図で，『南方』が 

図案化されています。 

『南』の文字は，下に向かうにつれて太くなっています。大地に 

しっかりと根を下ろし，どんな強風にも揺らぐことがない大木のご 

とく，地に足を付けてたくましく生きぬく子供になってほしいとい 

う願いが込められているからです。（現存する資料からの引用） 

                            

校旗の制定は，大正１５年１０月ですが，校章がいつ制定された 

かは記録が残っておらず不明です。仮に，校章の制定が，校歌が制 

定された昭和３１年３月以降であれば，校章を彩る赤と黄色と緑は，校歌の１番から３番の冒頭の

歌詞にちなんだ色として次のように捉えることができます。 

「南」の文字を囲む円は，明け方に南方小の周りの空が朝日に照らされて輝く様子を希望の

象徴とて図案化したものであり，円の色は，校歌１番「雲ばらいろに 明けそめて」のバラ色（赤）

を表現しています。 

「南」の文字の色は，校歌２番「庭のいちょうをはぐくんで」の鮮やかな黄色に色づいたい

ちょう（南方小のシンボルツリー）の葉の色を表現しています。 

「南」の文字の背景の色は，校歌３番「平和な広田 玉の汗」の見渡す限り広がる静かでのど

かな東俣の田んぼの緑を表現しています。 

 

校長室の校旗・校章 

立派な腐葉土になることを願って・・・〔１月１９日（木）落ち葉拾い〕 

作業手順の確認 裏山へ出発 手際よく落ち葉を集めました 

学校関係者評価をしていただきました〔１月１３日（金）学校評議員会〕 

〔主な意見〕 

○ 授業参観を通して，教室内のデジタル化が確実に進んでいると感じた。 

○ 郷土教育の一環として，南方校区の偉人（オリンピック選手ほか）をお招きした授業を計画してほしい。 

○ 野菜を育てて収穫を喜び，食するという取組を取り入れてはどうか。 

○ 作文教育と南方竹太鼓は，地域の誇りである。可能な支援は全面的に協力したい。 

○ ラジオ作文は地域の方々の励みになっている。継続して取り組んでほしい。 

○ 先日，地域の方々から南方小の子供たちの挨拶がよいと褒められた。とてもうれしかった。 

○ コロナ禍でまだまだリモート授業の需要が続くため，引き続き指導を充実させてほしい。 

○ 作文教育は子供たちが社会に巣立ってからも生かされる取組である。引き続きその充実を期待したい。 

２月を迎え，来年度の学級編制に向けて準備

を進めて行く時期になりました。児童の転出入

の情報については，十分注意をしているところ

ですが，過去に，県内の学校でも入学式当日や

始業式当日に転出入があり，クラス編制が急き

ょ変わった事例があります。 

転出の予定（可能性）がある，または決定し

たご家庭につきましては，早めに学校にお知ら

せください。 

 

転出の予定は早めに御連絡ください！！ 

半成人式おめでとうございます！（４年生） 保護者の方に見守られて 


